
朝

は

晴

れ

て

い

た

の

に

帰
る

頃

、

風

が

強

く

小

雨

が

ぱ

ら

つ

く

不

安

定

と

な

っ

た
28

日

、

誕

生

会

を

中

央

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

開

催

。

参

加

者

は

33

名

で

し

た

。

三

宅

会

長

の

あ

い

さ

つ

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

。

つ

い

、

こ

の

間

ま

で

夏

日

が

あ

り

ま

し

た

が

、

急

に

冬

に

な

り

ま

し

た

。

秋

は

楽

し

む

時

が

短

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た
。

急

の

冬

で

身

体

が

寒

さ

に

、

な

じ

ま

な

く

て

、

体

調

を

崩

し

す

い

で

す

。

日

進
市

年
金

者
に

と
っ

て
嬉

し
い

ニ
ュ
ー

ス

で

す

。

た

だ

い

ま

「

仲

間

づ

く

り

月

間

」

中

で

、

支

部

で

は

月

間

加

入

目

標

を

８

名

と

し

て

、

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

皆

さ

ん

の

努

力

に

よ

り
、

９

月

か

ら

の

加

入
者

が

11

名

と

な

り

目

標

を

超

過

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

久

々

の

快

挙

で

す

！

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま
し

た

。

こ

の

一

ケ

月

毎

日

の

よ

う

に

報

道

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

イ

ス

ラ

エ

ル

と

ガ

ザ

地

区

の

戦

争

の

様

子

で

す

。

少

し

調

べ

て

み

る

と

、

イ

ス

ラ

エ

ル

は

１

９

４

８

年

建

国

さ

れ

た

。

そ

れ

ま

で

は

ユ

ダ

ヤ

民

族

は

２

千

年

も

の

間
、

国
を

持
っ

て
い

な
か

っ
た
。

悲
願

だ
っ

た

建

国

だ

っ

た

の

で

す

が

、

そ

こ

は

パ

レ

ス

チ

ナ

人

が

居

住

し

て

い

た

土

地

で

、

そ

こ

を

追

わ

れ

た

パ

レ

ス

チ

ナ

な

ど

と

イ

ス

ラ

エ

ル

の

間

で

中

東

戦

争

が

第

四

次

ま

で

起

き

た

。

ガ

ザ

と

い

う

国

は

な

く

パ

レ

ス

チ

ナ

自

治

区

で

、

狭

い

範

囲

に

パ

レ

ス

チ

ナ

人

は

押

し

込

め

ら

れ

、

周

囲

を

塀

で

囲

わ

れ

自

由

に

行

き

来

も

出

来

な

く

「

天

井

の

無

い

監

獄

」

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

う

っ

ぷ

ん

が

爆

発

し

た

よ

う

で

す

が

、

戦

力

に

圧

倒

的

な

違

い

が

あ

り

、

す

で

に

一

万

数

千

人

が

死

亡

し

て

い

る

。

大

半

が

普

通

の

市

民

で
40

％

が

子
供

と

言
わ

れ

て
い

ま

す
。

無

差

別

殺

人

は

国

際

法

違

反

で

あ

り

直

ち

に

中

止

す

べ

き

で

す

。

中

東

か

ら

多

く

の

原

油

を

輸

入

し

て

い

る

日

本

は

他

人
事

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

第３９１号 しばくさ ２０２3年12月15日（金）( 1 )

11月誕生会

誕生月の花

お
便
り
下
さ
い

「
日

進

さ
ん

ぽ
の

シ
リ

ー

ズ
」

を

掲
載

し

て
い

ま
す

。
紹

介

す
る

原

稿
を
寄

せ
て

下
さ
い

。編
集
委

員
会

文化サロンで熱演する天満屋知波々さん 写真 水野妙子

ポインセチア

「
仲
間
づ
く
り
月
間｣

９
月
か
ら
の
加
入
者
超
過
達
成

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
で
誕
生
日
を
祝
う

第３９１号 しばくさ ２０２３年12月15日（金） ( 8 )

行 事 案 内

核

兵

器
禁

止

条
約

第

２

回
締

約

国

会
議

が

国

連

本

部

で
開

か
れ

た
。

閉
幕

演

説
で

「
結

束
し

て

核

兵

器

を

禁

止

す

る

取

り

組

み

を

再

確

認

し

た

」

「

条

約
が

世
界

を
変

え
て

い

る
」

と
し

て
、

核

兵

器

の

破
滅

的
な

結
果

を
回

避

す
る

た
め

の
誓

約

を

し

た
。

こ

の
会

議
に

、
唯

一
の

戦

争
被

爆
国

で
あ

る

日

本

は
オ

ブ
ザ
ー

バ
ー
参

加
さ
え

果
た

し
て
い

な
い
。

日

本
原

水
協

の
発

表
で

は
今

年

11
月

時
点

で

、

政

府

に
対

し
禁

止
条

約
に

参

加
、

署
名

、
批

准

を

求

め

る
意

見
書

を
採

択
し

た

自
治

体
は

６
７

１

自

治

体

に
な

り
、

全
自

治
体

の

４
割

近
く

に
な

っ

て

い

る
。

愛

知
県

の
自

治
体

で
の

採

択
は

わ
ず

か
に

７

自

治

体

の
13

％
で

あ
る

。

日
進

市
で

は
議

会
の

市

民

派

、

共
産

党
、

無
所

属
議

員

の
賛

成
で

少
し

づ

つ

増

え

て
い

る
が

自
民

系
、

公

明
党

の
採

択
反

対

で

否

決
さ

れ
て
い

る
。

そ

の
反

対
の

理
由

は
政

府

与
党

と
そ

っ
く

り

で

あ

る

。
「

核
保

有
国

が
参

加

し
て

い
な

い
か

ら

実

効

性
が
な
い
。
日
本
の
立
場
は
両
者
の
橋
渡
し
役

」

と

い
う

理
解
に

苦
し
む

も
の
で

あ
る
。

唯

一
の

被
爆

国
と

し
て

の

人
間

性
や

原
爆

を

許

さ

な

い
と

い
う

矜
持

を
大

切

に
す

れ
ば

、
逆

に

米

国

の

核
の

傘
の

も
と

に
い

る

か
ら

こ
そ

、
参

加

す

る

こ
と

に
意
義

が
あ
る

の
で
は

な
い
か

。山
本

健

▼ 投稿は下記メールアドレスへ ▼ 「日進市年金者の会」への連絡は下記アドレスへ

shibakusa123@gmail.com nissinnenkin@gmail.com

つ

ぶ
や

き

＊ 12月誕生会・望年会

12月25日（月）

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:15

昼食 11:15～12:00

望年会 12:00～13:30 個人出演を主とする

◎当日は昼食代600円をいただきます。

釣銭のないようご用意ください。

事前の出欠連絡にご協力ください。

＊ 1月誕生会・新年会

1月28日（日）

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:15

昼食 11:15～12:00

新年会 12:00～13:30

サークル出演を主とする

◎当日は昼食代600円をいただきます。

＊ 2月誕生会・文化サロン

2月25日（日）10:30～12:30

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:00

文化サロン 11:10～12:00

年金についての学習会

講師：県本部梅北書記長 文化サロン終了後昼食

＊ くるりんばすを考える会例会

12月18日（月）13:30～ にぎわい交流館

議題：12月市議会報告

＊ 当面の三役・理事会

12月26日（火） 三役会議

にぎわい交流館 13:30～

1月 6日（土） 第8回理事会

にぎわい交流館 13:30～

1月31日（日） 三役会議

望
・
新
年
会

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

1
月
28
日

予
定
の

新
年

会
に

は

5

サ
ー

ク
ル
ほ

ど
の

出
演

・
紹

介

が

決
ま

っ
て
い

ま
す

が
、

ま
だ

検

討

さ
れ

て
い
な

い
サ

ー
ク

ル
は

是

非

ご
検

討
く
だ

さ
い

。
映

像
を

含

め

た
サ

ー
ク
ル

紹
介

で
い

い
で

す

か
ら
、
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
な
か
っ

た

サ
ー

ク
ル
は

、
サ

ー
ク

ル
紹

介

と

考
え

て
新
年

会
で

発
表

を
お

願

い

し
ま
す

。

発
表

可
否
は

１
月

理
事

会
ま

で

に

実
行

委
員
会

へ
お

知
ら

せ
く

だ

さ

い
。

文

化

サ

ロ
ン

で

楽

し

ま

せ

て

下

さ

っ
た

知

波
々

さ

ん
よ

り
「

こ

れ

か

ら
も

稽

古
に

励

み
皆

さ
ん

に

喜

ん

で
頂
け

る
よ
う

努
力
し

ま
す

」

と

い
う

主

旨
と

お

礼
の

手
紙

が

届

き

ま
し
た

。

知
波
々
さ
ん
の
お
便
り



今

月

の

誕

生

者

は

13

名

、

参

加

者

は

３

名

で

し

た

。

プ

レ

ゼ

ン

ト

の

お

花

は

き

れ

い

な
ポ

イ

ン

セ

チ

ア

で

す
。

川

端

守

さ

ん

今

日

は

あ

り

が

と

う

。

６

月

に

膝

関

節

変

形

症

に

な

り

歩

け

な

く

な

っ

て

、

ト

イ

レ

な

ど

這

っ

て

い

っ

た

。

今

は

１

ヶ

月

に

１

回

注

射

し

て

何

と

か

歩

け

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

あ

り

が

た

い

。

歩

け

な

い

事

は

人

生

終

わ

っ

て

し

ま

っ

た

、

と

思

っ

た

が

毎

日

感

謝

し

て

い

る

。

芳

賀

宜

子

さ

ん

今

日

は

き

れ

い

な

お

花

を

あ

り

が

と

う

。

奇

跡

で

す

が

昨

年

頂

い

た

お

花

が

咲

い

て

い

る

。

過

日

、

転

倒

し

て

口

の

ま

わ

り

を

打

っ

て

し

ま

い

痛

か

っ

た
で

す

。

後

藤

清

美

さ

ん

今

日

は

あ

り

が

と

う

。

寄

る

年

に

は

か

て

な

い

が

、

元

気

で

明

る

く

過

ご

し

て

い
き

た

い

。

一

言

感

想

の

後

、

皆

さ

ん

で

ハ

ッ

ピ

ー

バ

ー

ス

デ

ー

の

歌

で

誕

生

者

を

祝

い

ま

し

た

。

＝

連

絡

事

項

＝

＊

曾

雌

さ

ん

日

帰

り

旅

行

、

残

念

な

が

ら

人

数

が

少

な

い

た

め

中

止
に

し

ま

し

た

。

＊

内

藤

さ

ん

く

る

り

ん

ば

す

の

例

会

が

12

月
18

日

、

参

加

し

て

下

さ
い

。

地

域

公

共

交

通

会

議

が

、

12

月
27

日

オ

ン

ラ

イ

ン

で

あ

り

、

傍

聴

し

て

下

さ

い

。

＊

岡
本

さ

ん

高

齢

者

タ

ク

シ

ー

チ

ケ

ッ

ト

導

入

の

件

、

12

月

４

日

議

会

で

ご

と

う

み

き

さ

ん

が

質
問

、

傍

聴

し

て

下
さ

い

。

12

月

望

年

会

・

１

月

新

年

会

北

部

福

祉

会

館

で
行

い

昼

食

が

出

ま

す

。

＊

西

尾

さ

ん

文

化

委

員

か

ら

の

お

知

ら

せ

。

県

主

催

文

化

の

つ

ど

い

作

品

展

、

来

年

の

３

月

、

日

進

か

ら

も
10

数

点

の

作

品

を

出

す
予

定

。

＊

水

野

さ

ん

誕

生

会

の

出

欠

の

確

認

を

す

る

係

の

人

は

昼

食

の

注

文

が

あ

り

ま

す

の

で

３

日

前

ま
で

に

お

願

い

し

ま

す

。

第３９１号 しばくさ ２０２３年12月15日（金） ( 2 )

一

言

感

想

石

川
千

佳
子

井

上

和
子

菅

沼

キ
ミ

田

島

邦

子

田

中

圭
子

中

尾

和
代

芳

賀

洋
和

林

美

佐

松

本

信
幸

渡

辺

勧

治

誕
生
会
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

12

月

３
日

、

18

名

の

参

加
で

理

事

会
を
開

催
し

ま
し
た

。

先

月

の
市

民

ま
つ

り

で
は

リ
ー

フ

レ
ッ

ト

な
ど

の

配
布

宣

伝
と

、
ブ

ー

ス
で

の

手
作

り

品
な

ど

の
販

売
を

し

ま
し

た

。
思

い

の
ほ

か

品
々

を
見

て

い
た

だ

き
、

販

売
収

益

も
一

万
二

千

三
百

円

あ
り

ま

し
た

。

こ
の

収
益

金

は
全

額

会
に

寄

付
し

ま

し
た

。
ご

提

供
い

た

だ
い

た

皆
様

、

あ
り

が
と

う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

久

し

ぶ
り

に

企
画

さ

れ
た

日
帰

り

旅
行

で

し
た

が

、
申

し

込
み

人
数

が

13

人
と

少
な

く

、
今

回

は
中

止
と

せ

ざ
る

を

得
ま

せ

ん
で

し

た
。

時
期

が

良
く

な

か
っ

た

の
か

、

ま
た

は
企

画

の
問

題

か
、

申

し
込

み

が
少

な
か

っ

た
理

由

は
わ

か

り
ま

せ

ん
が

、
春

に

向
け

て

再
度

企

画
を

練

る
こ

と
に

な

り
ま

し

た
。

ど

う
し

た

ら
多

く
の

方

に
参

加

い
た

だ

け
る

か

、
要

望
や

プ

ラ
ン

な

ど
理

事

ま
で

お

寄
せ

く
だ

さ

い
。福

祉

委
員

会

で
は

、

自
治

体
キ

ャ

ラ
バ

ン

の
取

り

組
み

を

進
め

て
年

明

け
に

市

当
局

に

対
し

て

、
介

護
保

険

料
の

引

き
下

げ

、
補

聴

器
購

入
費

補

助
、

帯

状
疱

疹

ワ
ク

チ

ン
接

種
補

助

の
三

点

に
つ

い

て
の

要

望
書

を
提

出

し
ま

す

。
私

た

ち
年

金

生
活

者
が

安

心
し

て

住
み

続

け
ら

れ

る
街

づ
く

り

に
会
と

し
て
取
り
組

ん
で
い

き
ま
す
。

中
上

理

事

会

便

り

新

会

員

紹

介

栗
田

ち
づ
子

さ
ん

五
色

園

趣

味

カ
ラ
オ

ケ

近
藤

節
子
さ

ん

名
東
区

大
針

趣

味

カ
ラ
オ

ケ

柴
田

隆
司
さ

ん

岩
崎

町

趣

味

カ
ラ
オ

ケ

う
れ
し

い
ニ
ュ

ー
ス

大 募 集

年賀状・新春の写真

毎年恒例の年賀状と新春の

写真を募集します。

掲載させていただける方は、編集委員か

責任者の伊藤まで連絡下さい。

74－2912
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※ アジアの旅を楽しむ会

１月２１日（日）～２３日（火）

「仙台の旅」 樹氷ツァー

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ 頭の体操マージャン

１２月１８日

１月 １５日・２２日・２９日

２月 ５日・１９日・２６日

(初心者・水曜教室)

１２月２０日

１月 １０日・２４日・３１日

２月 １４日・２１日・２８日

相野山福祉会館

月曜日 13：00～17：00

連絡先 小柴（信） 72-2847

※ 歌声カフェ

１２月はお休みします

１月１０日（水）

10：00～12：00

「あい工房」

中央福祉センターとなり

連絡先 水野（妙）73-3979

090-5610-1959

※ 映画サークル

１月１４日（日）

「シークレット

サンシャイン」

２月１４日（水）

「ビリギャル」

中央福祉センター

開場13：00 上映開始13：30

連絡先 片岡 09041146232

川島 052-808-7860

※ お抹茶サロン

１２月１６日（土）13：30～

１月２０日（土） 13：30～

見学可・要予約

岩崎台・香久山福祉会館

連絡先 吉岡 73-1801

※ カラオケ

１２月２０日（水）

１月１０日（水）・１７日（水）

２４日（水）

岩崎台・香久山福祉会館

13：00～17：00

講師 山本宗秀

連絡先 平井 72-1041

※ 古代史を知る会

１月１１日（木）

２月 １日（木）

にぎわい交流館

13：30～

連絡先 芳賀（洋）805-1530

小柴（信） 72-2847

※ 写真サークル

１２月２０日（水）

「勉強会」あと食事会

にぎわい交流館

9：30～

１月３１日(水)

「撮影会」

場所 未定

市役所東側 9：30集合

連絡先 小柴（和）72-2847

山本（宗）73-2245

※ 太極拳

１２月１９日

１月 １６日・２３日

岩崎台・香久山福祉会館

火曜日 13：00～15：00

連絡先 萩野 72-1024

※ 読書会

１２月２１日（木）

「楽園のカンヴァス」

原田 マホ 著

１月はお休みします

にぎわい交流館

第３木曜 13：30～15：00

連絡先 芳賀(宜)

052-805-1530

※ 日進自然散策の会

１月はお休みします

連絡先 西尾 克明

携帯 090-8739-9860

FAX 0561-73-4085

※ 俳句の会

１月 ８日（月）

にぎわい交流館

9：30～12：00

連絡先 加藤（喜）

052-807-8214

※ ボールペン画教室

１２月２２日（金）

10：00～12：00

１月１２日（金）

13：00～15：00

２６日（金）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ モバイルパソコンクラブ

１２月１９日（火）・２７日（水）

１月 １０日（水）・１８日（木）

３０日（火）

にぎわい交流館

13：00～15：30

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ やさしい英会話

１２月２６日（火）

13：00～15：00

１月 １６日（火）

13：00～15：00

２3日（火）

13：00～5：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ 朗読の会

12月２１日（第３木）

１月 １１日（第２木）に変更

１８日（第３木）

中央福祉センター

9：30～11：30

:連絡先 水野（妙）73-3979

※ 山歩きの会

１２月はお休みします

連絡先 三宅 73-4627

サークル案内



再

び

、

長

久

手

か

ら

お

呼

び

し

ま

し

た

。

16

年

で

、

４

０

０

回

、

２

０

０

０

０

人

に

聴

い

て

貰

っ

た

と

の

こ

と

。

赤

い

毛

氈

を

敷

い

た

演

台

に

上

り

、

グ

レ

ー

の

着

物

に

白

い

扇

子

姿

で

登

場

。

76

歳

の

元

気

な

お

声

で

す

。

最

初

は

小

話

「

藤

井

聡

太

が

寿

司

を

食

べ

て

ま

す

！

い

く

つ

食

べ

る

ん

だ
ろ

う
？

そ
り

ゃ
ハ

チ
カ
ン

だ
ろ
！

「

同

い

年

！

外

科

で

右

足

が

弱

っ

て

い

る

と

い

わ

れ

た

。

で

も

左

足

も

同

い

年

の

は

ず

だ

が

」

と

テ

ン

ポ

が

よ

く

て

笑

い

が

途

切

れ

な

い

。

な

ぞ

か

け

コ

ー

ナ

ー…

「

孫

と

か

け

、

コ

ン

タ

ク

ト

レ

ン

ズ

と

説

く…

目

に

入

れ

て

も

痛

く

な

い

」

「

ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

と

か

け

て

、

満

天

の

星

…

ス

タ

ー

が

い

っ

ぱ

い

」

な

ど

と

軽

く

笑

わ

せ

ま

し

た

。

続

い

て

は

頭
の

体

操…

四

字

熟

語
。

一

□

一

□

に

入

る

も

の

は

？

一

期

一

会

、

一

喜

一

憂

、

な

ど

な

ど

年

金

者

の

方

た

ち

は

元

気

に

回

答

、

皆

さ

ん

ま

だ

ま

だ

お

若

い

！

古

典

落

語

よ

り

「

天

狗

裁

き

」

初

め

は

「

夢

見

て

た

ね

」

「

い

や

夢

な

ん

て

見

て

な

い

」

と

他

愛

無

い

夫

婦

喧

嘩

が

、

友

達

、

大

家

さ

ん

、

お

奉

行

所

の

裁

き

に

ま

で

及

ぶ

と

い

う

大

げ

さ

な

こ

と

に

な

り

ま

す…

し

か

し

、

こ

れ

も

夢

だ

っ

た

と

オ

チ

が

あ

っ

て

大

笑

い

！

お

話

も

面

白

か

っ

た

け

れ
ど
、

認
知
症
の
予
防
の

カ
キ
ク
ケ
コ

。

カ
ム

、
キ
ク
、

ク
チ
、
ケ

ツ
（
血
流
）
、

コ

ウ

（

交

流

）

が

大

切

で

す

よ

と

。

笑

顔

に

な

れ

る

こ

と…

会

い

た

い

人

に

会

う

、

行

き

た

い

と

こ

ろ

へ

行

く

、

歌

を

歌

う

、

遠

慮

し

な

い

，

美

味

し

い

も

の

を

食

べ

る

な

ど

。

結

び

は

相

撲

甚

句

で

、

私

た

ち

も

「

鶴

と

亀

」

「

ま

だ

若

い

」

に

一

緒

に

声

を

合

わ

せ

ま

す

が

、

な

か

な

か

難

し

い

。

ド

ス

コ

イ

！

ド

ス

コ

イ

！

あ

っ

と

い

う

間

の

１

時

間

で

し

た

。

水

野

妙

子

前
号

よ

り

続

き

一

方

、

藤

枝

町

の

「

わ

か

松

」

か

ら

少

し

東

に

進

ん

だ

地

点

で

県

道

か

ら

分

岐

す

る

小

道

が

あ

る

。

こ

の

道

こ

そ

旧

飯

田

街

道

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

と

い

う

の

は

こ

の

道

の

傍

に

お

地

蔵

さ

ん

が

立

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

お
地

蔵
さ

ん
は

街
道

を
行

き
か

う
人
々

を

見

守

っ

て
い

た

の

だ

ろ

う

。

こ

の

小

道

を

５

０

０

メ

ー

ト

ル

も

進

む

と

天

白

川

沿

い

の

変

形

し

た

小

さ

な

交

差

点
に

出

る

。

そ

の

角

に

も

う

一

つ

お

地

蔵

さ

ん

が

あ

る

。

か

っ

て

は

こ

の

場

所

に

庚

申

塚

も

あ

っ

た

。

庚

申

塚

と

い

う

の

は

村

境

に

建

て

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

と

さ

れ

、

こ

の

辺

り

が

藤

枝

村

の

境

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

ち

な

み

に
市

内
の

あ
ち
こ

ち
に

庚
申

塚
が

あ
っ

た

が

、

今

は

見

あ

た

ら

な

い

。

三

本

木

町

で

い

う

と

町

内

の

お

寺

に

移

設

さ

れ

て

い

る

。

多

分

、

道

路

拡

幅

に

当

た

っ
て

移

動

し

た

の

だ

ろ

う

。

地

域

の

古

老

に

よ

る

と

旧

飯

田

街

道

が

本

来

国

道

に

指

定

さ

れ

る

べ

き

だ

っ

た

が

、

１

９

５

３

年

の

国

道

指

定

当

時

に

は

す

で

に

今

の

豊

田

市

地

域

で
自

動

車

産

業

が

発
達

し

て

お

り
、

赤

池

か

ら

曲

げ

ら

れ

豊

田

市

中

心

部

を

経

由

し

、

再

び

江

戸

時

代

の

街

道

で

あ

る

旧

猿

投

町

の

平

戸

橋

に

戻

り

江

戸

時

代

の

飯

田

街

道

に

重

な

っ

て

い

く

こ

と

に

な

っ

た

。

そ

の

結

果

、

日

進

市

内

の

旧

飯

田

街

道

は

１

９

５

９

年

に

県

道

名

古

屋

豊

田

線

に

指

定

さ

れ

た

と

い

う

。

戦

の

舞

台

と

な

っ

た

岩

崎

城

だ

け

で

な

く

、

庶

民

の

暮

ら

し

の

息

遣

い

が

残

る

街

道

の

面

影

も

後

世

に

残

す

べ

き

地
域

遺

産
で

は

な
い

だ

ろ

う
か
、

伊

能

忠

敬

が

こ

の

道

を

歩

い

た

と

思

う

と

ま

た

違

っ

た

景

色

が

見

え

て

く

る

。な

お

こ

れ

は

試

論

で

あ

り

今

後

、

検

証

を

深

め

た

い

。

片

岡

拓

一
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文化サロン

シリーズ 日進さんぽ 11

天
満
屋
知
波
々
さ
ん
の

落
語
で
大
笑
い
！

飯
田
街
道
の
面
影
を
訪
ね
て

踊
り

を
始

め
て

丸
14

年
、

古
く

か

ら

日

本

に

伝

わ

る

民

舞

だ

っ

た

み
ん
よ
う

り

歌

謡

舞

踊

も

あ
り

。

民

舞

で

は

そ

の

曲

に

あ

っ

た

衣

装

を

身

に

着

け

、

男

踊

り

は

羽

織

袴

で

い

さ

ぎ

よ

く

踊

り

ま

す

。

年
3

回

の

舞

台

を

目

標

に

し

て

楽

し

く

練

習

に

励

ん

で

い

ま

す

。

又

、

夏

は

各

地

域

の

盆

踊

り

に

出

か

け

ま

す

。

踊

っ

て

い

る

と

楽

し

い

し

、

ス

ト

レ

ス

発

散

に

も

な

り

ま

す

。

他

に

も

卓

球

や

ヨ

ガ

。

体

を

動

か

す

事

が

好

き

で

す

。

で

も

歌

も

楽

し

い

で

す
ね

。

鎌

田
ふ
み

子

私の趣味・楽しみ

第３９１号 しばくさ ２０２３年12月15日（金） ( 6 )

文

芸

コ

ー

ナ

ー

掻

い
巻

き
や

べ
っ

こ

う
色

の
鯨

尺

あ

や

子

か

ま

看

護
師
の

二
の
腕

白
し

冬
の
朝

喜
久
子

枯

葉
踏
む

音
楽
し

み
つ

峠
超
え

恵
子

荒

星
に
今

記
憶
せ

よ
ジ

ェ
ノ
サ

イ
ド

擢
石

農

繁
期
過

ぎ
れ
ば

軒
に

つ
る
し

柿

宣
子

父

母
を
呼

ぶ
よ
う

に
鳴

く
鵙
一

羽

百
世

も
ず

魂
の
枯

れ
果

て
る
ま

で
楽
も

せ
ず

慎

ま
し

く
生
き

帰
ら
ぬ

人
に

島

田
彰
子

こ
の
辺

り
芽

の
出
る

を
待
つ

冬
庭
に

寒

肥
、

水
や
り

、
名
札

も
用
意

伊

藤
博
子

俳

句

短

歌

東
山
動
植
物
園

池
の
水
鏡

吉
岡
正
明

絵

手

紙

折 り 紙

青地典子 土持利江
金井美奈子

写 真



11

月

19

日
「
市

民
祭

り
」

で
バ
ザ
ー

と

年

金

者

の

会

の

宣

伝

を

実

施

し

ま

し

た

。

バ

ザ

ー

に

は

多

く

の

会

員

の

み

な

さ

ん

か

ら

提

供

さ

れ

た

着

物

か

ら

リ

フ

ォ

ー

ム

し
た

洋

服

、

す

き

焼

き
鍋

、

テ

ィ

ー

カ

ッ

プ

、

手

作

り

帽

子

、

手

作

り

バ

ッ

ク
、

手

作

り

小

物

、

花
瓶

、

ハ

ン

カ

チ

な

ど

多

く

の

も

の

が

あ

り

ま

し

た

。

朝

８

時

か

ら

運

搬

に

陳

列

に

大

忙

し

で

、

準

備

が

整

う

前

に

テ

ン

ト

を

覗

き

に

来

て

く

れ

る

人

も

い

て

バ

タ

バ

タ

で

し

た

が

、

な

ん

と

か

準

備

も

整

い

祭

り

終

了

ま

で

会

の

理

事

の

み

ん

な

が

交

代

で

店

番

を

し

、

多

く

の

方

に

テ

ン

ト

を

覗

い

て

い

た

だ

き

一

定

の

売

り

上

げ

も

あ

り

ま

し

た

。

商

品

を

提

供

し

て

い

た

だ

い

た

皆

様

に

は

心

よ

り

お

礼

申

し
上

げ

ま

す

。

「

年

金

者

の

会

」

の

宣

伝

は

比

嘉

さ

ん

に

奮

闘

し

て

い

た

だ

き

「

宣

伝

袋

」

61

と

「

し

ば

く

さ

」

を

配

布

し

ま

し

た

。

当

日

は

祭

り

と

い

う

こ

と

で

多

く

の

人

出

が

あ

り

２

時

間

ほ

ど

で

す

べ

て

の

宣

伝

物

を

配

布

し

終

わ

り

ま

し

た

。

当

日

の

入

会

者

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

多

く

の

方

に

話

を

聞

い

て

い

た

だ

き

十

分

な

宣

伝

が

で

き

た

と

思

い

ま

す

。

内

藤

照
彦

市

の

担

当

者

よ

り
R

４

年

の

実

証

実

験

結

果

及

び

R

５

年

実

証

実

験

に

つ

い

て

報

告

が

あ

っ

た

。ま

ず

、

実

証

実

験

を

行

う

に

至

っ

た

経

過

、

R

４

年

実

証

実

験

結

果

「

①

登

録

者

数

２

２

８

人

、

②

日

進

市

に

は

タ

ク

シ

ー

会

社

の

営

業

所

が

な

く

タ

ク

シ

ー

の

確

保

が

限

ら

れ

て

い

る

が

利

用

者

が

多

け

れ

ば

タ

ク

シ

ー

会

社

も

積

極

的

に

な

る
と

思

わ

れ

る

」

R

５

年

実

証

実

験

の

目

的

「

高

齢

化

の

進

展

が

著

し

い

地

区

や

公

共

交

通

の
利

用

が

困

難

な

地
区

に

お

い

て
、

新

た

な

交

通

手

段

を

確

保

す

る

に

当

た

り

、

そ

の

需

要

や

課

題

を

把

握

す

る

た

め

に

実

施

す

る

」

、

実

施

時

期

「
R

５

年
10

月

２

日

〜
R

５

年

12

月
29

日

ま

で

現

在

の

利

用

登

録

者

数

４

１

６

人

」

、

対

象

者

は

対

象

地

域

内

に

住

民

登

録

の

あ

る

75

歳

以

上

の

人

で

利

用

登

録

を

し

た

人

。

対

象

地

域

及

び

移

動

可

能

範
囲

①

東

山

、

豊

島

台

、

日

の

出

ヶ

丘

、

撞

木

・

日

進

団

地

、

南

ヶ

丘

、

藤

塚

、

浅

田

平

子

３

丁

目

は

日

進

駅

を

中

心

に

半

径

２
Km

以

内

の

移

動
。

②

三

ヶ

峯

台

、

日

進

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン
、

南
山

エ
ピ
ッ

ク
は

日
進

駅
と

三
ヶ

峯

台
を

結

ぶ

半

径

３
Km
以

内

の

移

動
。

③

岩

藤

町

、

岩

崎

の

一

部

、

竹

の

山

５

丁

目

の

一

部

、

竹

の

山

１

丁

目

は

「

く

る

り

ん

バ

ス

岩

崎

線

小

林

バ

ス

を

中
心

に

半

径

２
Km

以

内

。

④

北

新

町

、

五

色

園

は

五

色

園

入

り

口

交

差

点

を

中

心

に

半

径

２

Km

以

内

の

移

動

。

⑤

岩

崎

町

の

一

部

「

石

兼

、

芦

廻

間

、

野

田

、

岩

根

、

根

浦

」

は

石

兼

公

園

西

を

中

心

に

半

径

２

Km

以

内
。

⑥

岩

崎

台

、

香

具

山

は

石

兼

交

差

点

を

中

心

に

半

径

２
Km

以

内

の

移

動
。

⑦

梅

森

、

梅

森

台

は

梅

森

児

童

遊

園

を

中

心

に

半

径

２

Km

以

内

の

移

動

。

利

用

料

金

は

全

地

区

４

０

０

円

（

地

域

に

よ

っ

て

昨

年

度

よ

り

１

０

０

円

増

額

）

、

利

用

時

間

は

平

日

の

９

時

〜

15

時

な

ど

に

つ

い

て
報

告

さ

れ

ま

し

た

。

引

き

続

き

参

加

者

の

「

な

ぜ

実

施

地

域

を

限

定

し

て

い

る

の

か

、

市

内

全

域

を

対

象

に

す

る

べ

き

、

高

齢

者

は

ど

こ

に

住

ん

で

い

て

も

移

動

は

困

難

で

す

」

「

免

許

の

返

納

を

考

え

て

い

る

、

ど

こ

に

住

ん

で

い

て

も

利

用

で

き

る

便

利

な

も

の

に

し

て

ほ

し

い

」

「

土

曜

・

日

曜

に

利

用

で

き

な

い

の

は

な

ぜ

か

」

な

ど

の

要

望

・

意

見

が

多

く

出

さ

れ

ま

し

た

。

内

藤

照

彦
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一

月
十

四
日

（
日

）

十
三

時
三
十

分
開
始

中
央
福

祉
セ
ン

タ
ー

「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」

韓
国

２

０
０

７

年
（

一

四
三

分

）

監
督

イ
・

チ
ャ
ン

ド
ン

出
演

チ

ョ
ン

・

ド
ヨ

ン

、
ソ

ン

・

ガ
ン

ホ

ほ

か

愛

す

る

夫
を

事

故
で

亡

く
し

た

女

主
人

公

が

、
幼

い

息
子

を

連
れ

て

夫

の
故

郷

の

田
舎

町

に
引

っ

越
し

、

ピ

ア
ノ

教

室

を
開

き

ま
す

が

、
待

ち

構

え
て

い

た

の
が

、

息
子

を

誘
拐

、

殺

害
さ

れ

て

の
苦

し

み
と

悲

し
み

の

地

獄
で
し

た
。

し

か

し

、
こ

こ

で
潰

れ

ず
に

自

己

の
救

済

を

求
め

て

立
ち

上

が
り

、

言

葉
や

祈

り

の
偽

善

に
は

敢

然
と

戦

っ

て
い

く

姿

が
感

動

的
で

す

。
答

え

が

得
ら

れ

な

い
ま

ま

迎
え

る

最
後

の

短

い
場

面

が

、
映

画

の
示

す

答
え

な

の

で
し
ょ

う
か

。

な

お

、

チ

ョ

ン

・

ド

ヨ

ン

は

カ

ン

ヌ

で

最

優

秀

主

演

女

優

賞

に

輝
き

ま

し

た

。

石

井

映

画

サ

ー

ク

ル

上

映

作

品

紹

介

市
民
祭
り
で

バ
ザ
ー
、
年
金
者
の
会
の
宣
伝

出前講座

高齢者少量輸送実証実験

「

生

命

を

生

み

だ

す

母

親

は

生

命

を

育

て

生

命

を

守

る

こ

と

を

の

ぞ

み

ま

す

」

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

て

歩

み

始

め

た

母

親

大

会

の

第

68

回

大

会

は

山

口

市

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

オ

ン

ラ

イ

ン

を

併

用

し

た

１

万

２

０

０

０

人

の

参

加

者

は

、

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

で

の

平

和

へ

の

願

い

が

込

め

ら

れ

た

合

唱

（

下

関

市

民

合

唱

団

）

や

、

文

化

行

事

の

子

ど

も

神

楽

（

岩

倉

市

）

の

力

強

い

舞

と

可

愛

ら

し

い

表

情

に

暖

か

く

迎

え

ら

れ

ま

し

た

。

初

日

の

全

体

会

は

、

中

東

や

パ

レ

ス

チ

ナ

の

難

民

問

題

に

長

く

取

り

組

ん

で

お

ら

れ

る

清

末

愛

砂

さ

ん

（

室

蘭

工

業

大

学

教
授

）

の

記

念

講

演

で
、

「

あ

ら

た

な

戦

前

に

抗

す

る

〜

小

さ

な

幸

せ

を

支

え

る

尊

厳

が

お

び

や

か

さ

れ

な

い

社

会

を

め

ざ

し

て

」

と

題

し

て

大

変

勇

気

あ

る

活

動

が

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。

ガ

ザ

の

子

ど

も

た

ち

の

絵

や

美

し

い

ガ

ザ

の

風

景

な

ど

を

織

り

交

ぜ

な

が

ら

、

現

在

の

イ

ス

ラ

エ

ル

の

攻

撃

を

批

判

し

、

平

和

的

生

存

権

の

大

切

さ

を

強

調

さ

れ

ま
し

た

。

二

日

目

は
12

の

分

科

会

に

分
か

れ

、

「

子

ど

も

と

教

育

」

「

平

和

と

民

主

主

義
」
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

が
テ
ー

マ

別

に

話

し

合

わ

れ
ま

し

た

。

私

は

「

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

社

会

の

実

現

を

〜

選

択

議

定

書

批

准

DV

セ

ク

ハ

ラL
G
B
T
Q

な

ど
」

の

分

科

会

に

参

加

し

ま

し

た

が

、

こ

こ

で

は

、

若

い

女

性

た

ち

の

悩

み

、

問

題

が

活

発

に

討

論

さ

れ

ま

し

た

。

最

後

に

女

性

差

別

撤

廃

条

約

に

も

と

づ

く

、

平

和

と

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

を

求

め

て

声

を

上

げ

よ

う

と

参

加

者

全

員

の

賛

同

を

得

ま

し

た

。

温

暖

な

気

候

に

恵

ま

れ

、

大

会

は

成

功

下

に

終

わ

り

、

私

に

と

っ

て

多

く

を

学

ぶ

と

て

も

有

意

義

な

二

日

間

と

な

り

ま

し

た

。

西

村

典

子

10

月
17

日

２

０

２

３

愛

知

自

治

体

キ

ャ

ラ

バ

ン

が

、

医

療

・

保

険

・

介

護

な

ど

の

充

実

を

求

め

、

日

進

市

で

行

わ

れ

ま

し
た

。

参

加

者

は

、

「

介

護

保

険

料

が

高

額

に

な

っ

て
い

る

か

ら

引

き

下

げ

を

」

「

使

い

切

れ

な

い

予

算

は

積

立

に

回

さ

ず

有

効

活

用

を

」

「

補

聴

器

購

入

に

補

助

金

を

創

設

し

て

と

、

毎

年

要

望

し

て

い

る

が

検

討

状

況

は

」

「

国

保

税

が

高

額

に

な

っ

て

い

る

の

で

引

き

下

げ

を

。

国

保

税

を

滞

納

す

る

と

１

カ

月

有

効

の

保

険

証

に

切

り

替

え

る

の

は

や

め

て

ほ

し

い

」

「

保

険

証

が

手

元

に

届

い

て

い

な

い

人

が

市

内

に

何

十

人

と

い

る

。

保

険

証

が

使

え

な

い

」｢

帯

状

疱

疹

ワ

ク

チ

ン

接

種

に

助

成

制

度

を

設

け

て

。

学

校

給

食

の

無

償

化

を｣

な

ど

強

く

要

望

し

ま

し

た

。

市

側

は｢

帯

状

疱

疹

ワ

ク

チ

ン

接

種

助

成

に

つ

い

て

は

来

年

度

に

向

け

て

検

討

す

る｣

と

回

答

し

ま

し

た

が

、

そ

の

他

の

要

望

に

つ

い

て

は

消

極

的

な

姿

勢
が

目

立

ち

ま

し

た

。

「

市

が

独

自

に

す

す

め

て

い

る

制

度

が

あ

る

が

、

物

価

高

騰

に

加

え

て

保

険
税

・
介

護
料

が
年

々
高

額
に

な
っ

て

い

る

。

具

体

例

を

示

し

て

じ

っ

く

り

と

話

し
合

う

機
会

を

つ
く

り

た

い｣
と

感

想

が

聞

か

れ

ま

し

た

。

棚

瀬

一

博
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あ
ら
た
な
戦
前
に
抗
す
る

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

来
年
度
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
実
現
か

日

進
自

然
散

策
の

会
は

、

会

の

サ

ー

ク

ル

が

減

っ

て

い

る

な

か

で

「

屋

外

で

体

を

動

か

し

た

い

」

と

の

要

求

、

で

き

る

だ

け

多

く

の

希

望

者
が

参

加
で

き

て

楽
し

め
て

、
日

進
市
内

の
緑

と
自
然

を
見

直
そ

う
と

立
ち
上

げ
ま
し

た
。

今

年
４

月
３
日

第
１

回
、
北

高
上

緑
地

コ
バ

ノ
ミ
ツ

バ
ツ

ツ
ジ
散

策
、

第
２

回
岩

崎
城
と

廻
り

の
寺
、

第
３

回
愛

知
池

、
第
４

回
長

久
手
古

戦
場

と
史

跡
、

第
５
回

北
新

町
と
県

農
業

試
験

場
の

ア
メ
リ

カ
フ

ウ
の
並

木
、

第
６

回
初

冬
の
北

高
上
を

歩
く
。

毎

回
10

数
人
が

日
進

の
四
季

を
味

わ
っ

て
い

ま
す
。

駐

車
場
と

く
る

り
ん
バ

ス
停

の
あ

る
場

所
を
集

合
場

所
と
し

て
、

お
お

よ
そ

２
時
間

で
周
回

し
て

来
ま
す

。

12

月
の

北
高
上

緑
地
は

、
コ

ナ
ラ

の
黄

緑
の
高

木
と

光
が
当

た
る

と
黄

色
の

レ
ー
ス

の
タ

カ
ノ
ツ

メ
、

緑
の

葉
の

下
に
赤

い
実

を
付
け

た
ソ

ヨ
ゴ

と
、

２
時
間

を
ゆ

っ
く
り

と
散

策
で

き
ま

し
た
。

来
年

も
同
様

に
計

画
し

ま
す

。

連
絡

先

西
尾
克

明

サークル紹介

日
進
の
緑
と
自
然
を
見
て
み
よ
う

日本母親大会in山口


